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第 1 章 ポピュラー文化研究とグローバリゼーション 















































































































































   向上しつづける通信技術とアメリカ大衆文化のこうした結びつきは、二○世紀にお
ける文化のグローバル化の基調をなしていたが、この状態は 21 世紀の終わり近くま




















































































































































































































































































具体的には、James Clifford、John Tomlinson、Arjun Appadurai の理論を中心に取り
上げる。Clifford は、移動する文化について非常に魅力的なイメージを提供した。Tomlinson
は、グローバリゼーションと文化をめぐる議論を近代性に関する議論と結び付け、社会学



















第 1 項 移動する文化のなかの通過点としてのアメリカ――James Clifford の移
動する文化―― 
 まず、James Clifford の「旅する文化 Traveling Cultures」という理論を検討していく
















































































第 2項 大衆文化の流通における商品としてのアメリカ――John Tomlinsonのグ
ローバリゼーションの理論―― 
 Tomlinson の理論は、Clifford の理論をより精緻にしたもの、人類学的な理論を、近代
性を扱う社会学の理論の土壌に接ぎ木したものと言えるかもしれない。その理論の主題は、
基本的な点で Clifford と共通している。たとえば、次のような記述から、Clifford の理論
との接点がうかがえる。 











































































































後者の議論について Tomlinson は次のように述べている。 







































































 このような Tomlinson の議論を見てくるならば、大衆文化やポピュラー文化のグローバ














































































































































第 2 節 さまざまなグローバリゼーションの理論とポピュラー文化 
 それでは、こういった理論は、さらに広範なグローバリゼーションをめぐる研究の中で、




































































































第 1 項 生活様式を伝播するアメリカ――George Ritzer のマクドナルド化――  













































































展と使用といったものである。（Ritzer and Stillman 2003:35） 
 
























第 2 項 支配者としてのアメリカ――Schiller、Dorfman and Mattelart の文化帝
国主義論―― 
 マクドナルド化論以上に、文化の流通における力関係の相違を重視する立場が文化帝国
主義理論である 7）。代表的な理論家としては、Herbert Schiller が挙げられる（Schiller 
1979）。以下では、Schiller の理論を検討し、そのヴァリエーションとして、Dorfman と
Mattelart の理論についても触れる。 










































































う。（Dorfman and Mattelart 1984=1984:181） 
 
このように、Schiller であれ、Dorfman と Mattelart であれ、文化帝国主義理論は、メデ
ィアのような文化的な要素と帝国主義との結びつきによる支配を強調する。そして、そこ

























 この点について、実は、Appadurai 自身も、次のように述べている。 
 
これらのグローバルなフローを相対的に決定するような力となるような所与の秩序






































































































第 1 節 先行研究――ポピュラー文化・大衆文化の越境とインターネット 





合が多い（岩渕編 2004; 毛利編 2004; 石田・木村・山中編 2007）。マクドナルドの東ア






第 2 章で触れた Tomlinson は、ポピュラー文化や大衆文化の意味的な側面とそれを媒介










































































































の開発に力を入れ、いち早く支配するようになった。（Rosendorf 2000=2004: 156） 
 



































内容の芸術性や社会性に重きをおくような作品が多い。（河島 2009: 89） 











































第 1 項 作品の内容と表現形式 
 本章で、取り上げる作品は、独立系の映画監督リチャード・リンクレイターが製作した














 二作目は、その 9 年後にパリを舞台にしたものである。パリの本屋で、作家となったジ
ェシーとセリーヌは再会する。その再会は、9 年前の 2 人の間に起こった出来事をジェシ
ーが小説にし、それを読んだセリーヌが、パリの書店で小さな講演を行うジェシーに会い
に行くことによって果たされる。9 年ぶりに再開した 2 人は、ジェシーがアメリカに帰国
するまで、すなわち日暮れ（ビフォア・サンセット）までを一緒に過ごす。 















されている。また、同じ監督とキャストで 3 作品を 9 年の時間幅を持って作成することに
よって、登場人物の加齢による変化を忠実に再現している。1995 年に 20 代と若かった 2


























た。2 作目の『ビフォア・サンセット』がアメリカで公開された 2004 年 7 月前後に作成















女性が 941 人で計 2248 人となっている。また、年齢層については、次の表 3.1 に示した。 
 
表 3.1 ファンコミュニティのメンバーの年齢構成 
年齢 ～15 16～20 21～5 26～30 31～5 36～40 41～5 45～ 合計 
数 8 145 284 191 114 60 25 29 856 
 
年齢でいうと、10 代後半（145 人）、20 代前半（284 人）、20 代後半（191 人）が中心で
図 3.1  独立系映画ファンたちのインターネット上のコミュニティのトップ画面 












表 3.2 ファンコミュニティのメンバーの居住地 
アメリカ 363 メキシコ 11 トルコ 5 
イギリス 59 台湾 11 ベルギー 4 
インド 58 インドネシア 11 ハンガリー 4 
フィリピン 51 イラン 11 ポルトガル 4 
カナダ 40 アルゼンチン 9 アイルランド 4 
シンガポール 19 オランダ 9 ギリシャ 4 
オーストラリア 18 タイ 8 ベトナム 4 
ルーマニア 17 ドイツ 6 スウェーデン 4 
エジプト 14 サウジアラビア 6 デンマーク 3 
ブラジル 13 香港 6 韓国 3 
スペイン 13 パキスタン 6 フィンランド 3 
フランス 12 日本 6 その他 43 












































図 3.3 パリの地図上にファンによって特定された映画の舞台（ロケ地） 
 
 
図 3.4 映画の舞台（ロケ地）の一つのパリの書店（筆者が 2011 年 8 月に撮影） 
 
それ以外にも、世界各地のファンが映画を視聴したことの証拠として半券を保存し、そ




















図 3.5 ファンがアップロードした半券（ウィーン、アルゼンチン、チェコ、台湾） 


















図 3.6 ファンがアップロードした半券（イタリア、ブラジル、フィリピン、カナダ） 








































































































































サッカーは世界的に人気のあるスポーツである（Giulianotti and Robertson 2004）。た
だ、近代的なスポーツとして、サッカーが誕生するのが 19 世紀のイギリスにおいてであ
る。それ以降、世界に拡散し、各地で協会が設立され、現在、世界で最も人気のあるスポ
ーツとなっている。1904 年に創設された FIFA（国際サッカー連盟）が 4 年に 1 回主催し、
開催されるワールドカップは、オリンピックと並ぶメガ・イベントである。20 世紀後半以


































第 3 節 サッカーの伝播とサッカー移民 
 サッカーが反アメリカ的なイメージを持っていること、そして、それがグローバルに拡


















第 1 項 サッカーの伝播と「東」へ向かうサッカー 
















































である。それについては、とりわけ、「サッカーが東へ向かう football goes east」






































まずは、「移住労働（itinerant）」型であり、1 年や 2 年といった短期にわたり、労働力を
売るために移動する選手のことである。この類型の人々は、元々は農業、工業、エンター



























 2008 年の 10 月に UEFA（ヨーロッパサッカー連盟）に所属している 30 のトップのリ









































このように、1993 年の J リーグ開幕以前にも、1965 年から日本サッカーリーグが行わ
れ、サッカー移民も存在していた。しかし、リーグそれ自体の人気がそれほど高かったわ
けではない。そこで、80 年代、サッカーにおける日本の国際競争力の低下への懸念と、国






















第 4 節 J リーグ開幕以降の日本におけるサッカー移民 
第 1 項 データ収集方法 






























に明らかにできると思われる。Ｊリーグは 1999 年からは J1 に加え、J2 リーグも創設さ
れ、それらで J リーグを構成しているため、データには J2 も含めている。また、開幕当




第 2 項 日本におけるサッカー移民の全体的な傾向 
それでは結果を示していく。表 4.1 は、対象とした全期間におけるサッカー移民の在籍























チーム数は下部リーグを持たない 10 程度で始まった開幕当時と比べ、2011 年には 40
近くまで増加している。J2 リーグが創設され、J リーグ加盟クラブが増加したためである
が、サッカー移民の数はというと、1 チーム平均でその在籍数を見た場合、当初の 4 人台
後半から 2000 年代以降は 2 人台後半へと減少しているが、総計では、当初の 50 人前後か
ら 2011 年には 120 人を超えるまでに増加している（図 4.1）。また、サッカー移民の出身
国・地域数については、図 4.2 で示されているように、開幕当初は 16 前後であったものが、






出身国 数 出身国 数 
ブラジル 862 オランダ 34 
韓国 189 オーストラリア 27 
旧ユーゴスラビア 71 ドイツ 14 
(セルビア) 25 チェコ 11 
(クロアチア) 21 スペイン 11 
(モンテネグロ) 12 イギリス 11 
(スロベニア) 6 ブルガリア 10 
(旧ユーゴその他) 7 その他（38 カ国） 106 




表 4.1 日本におけるサッカー移民の出身国（1993 年から 2011 年シーズン） 
 








図 4.1 日本におけるサッカー移民数の推移（1993～2011） 
 
 











しかし、2000 年代前半には 10%前後、さらに後半には 30%前後にまで上昇している。ブ












認できる。とりわけ、2009 年からの 3 シーズン（2009、2010、2011）がそうであり、そ
の時期の、サッカー移民の中心となるブラジル人選手、韓国人選手の平均年齢は、それぞ
























































ー、ジーコ、リネカーいった 3 人以外にも、ジョルジーニョ（1995 年、31 歳）、スキラッ








 さらに、注目されるのは、韓国人選手の割合が 2009 年以降増加しており、それにした


















籍金」（Lanfranchi and Taylor 2001）においても、高額であるとされる。その理由として
は、得点を取れるような人材が希少であるからと考えられるが、これと類似した傾向は、
日本においても観察される。1993 年から 2011 年まで、得点ランキング上位 3 位にランク
インをした選手は、68 人いるが、その内訳は、ブラジル人選手 34 人、日本人選手 19 人、









































ー・ユナイテッド FC（Manchester United Football Club）、リバプール FC（Liverpool 





















『J LEAGUE 全選手名鑑 改訂版 Nicos シリーズ』 
『94J リーグ NICOS シリーズ選手名鑑』ストライカー9 月 4 日号特別付録 
『'95 J LEAGUE 全選手名鑑』スポーツニッポン新聞社 
『'96 スポニチ J リーグ選手名鑑』洋々社 
『'97 J LEAGUE 全選手写真名鑑』小学館スポーツスペシャル 
『'98 J LEAGUE 全選手写真名鑑』小学館スポーツスペシャル 
『J リーグ オフィシャルファンズガイド 1999』社団法人日本プロサッカーリーグ 
『J リーグ オフィシャルファンズガイド 2000』社団法人日本プロサッカーリーグ 
『J リーグ選手名鑑 2001』ベースボール・マガジン社 
『J リーグ選手名鑑 2002』ベースボール・マガジン社 
『J リーグ選手名鑑 2003』ベースボール・マガジン社 
『J リーグ選手名鑑 2004』ベースボール・マガジン社 
『J リーグ選手名鑑 2005』ベースボール・マガジン社 
『J リーグ選手名鑑 2006』ベースボール・マガジン社 
『J リーグ 2007 選手名鑑』ランダムハウス講談社 
『J リーグ 2008 選手名鑑』ランダムハウス講談社 
『J リーグ カラー名鑑 2009』ベースボール・マガジン社 
『2010 J1&J2 リーグ選手名鑑』ベースボール・マガジン社 






































第 1 節 日本人の外国への親しみをめぐる先行研究 
 先行研究によれば、日本人がどのような外国を好むのかについては、ほぼ一定であるこ
とが知られている。まず、我妻・米山（1967）が挙げられる。そこでは、270 人に対して








































































図 5.1 日本人のアメリカへの親しみ 
出典：内閣府「外交に関する世論調査」より作成 
 






第 2 節 日本人のアメリカへの親近感 
冷戦体制が崩壊した 1990 年代以降に限らず、日本は西欧に由来する近代と伝統的な土








































第 3 節  アメリカナイゼーションとグローバリゼーション再考  
第 1 項 アメリカナイゼーションとマクドナルド化の理論 
アメリカナイゼーションは、文化論的には、後に説明するグローバリゼーション論とは
異なり、均質化をもたらす過程であると理解されている。第 2 章で触れたが、たとえば、
Ritzer and Stillman（2003）は次のように説明している。 
 
   アメリカナイゼーションは、強力な一方向の過程として定義することができ、競合
する過程（例えば、ジャパナイゼーション）を圧倒するのみならず、アメリカのモデ
ルに抵抗し、アメリカのモデルを異種混淆的な形式へと修正もしくは変換する地域的










を基礎にした George Ritzer のマクドナルド化の命題がある。これは、部分的にアメリカ











それによって、Ritzer and Stillman（2003）によれば、DiMaggio and Powell（1983）が
指摘する「組織的同型化（organizational isomorphism）」に向かうとされる 1)。 
 














































確認しよう。人の移動と貿易という観点から、その傾向を確認したものが、図 5.2 と図 5.3
になる。それによると、日本人の出国者数、外国人の入国者数は増加傾向にあり、1990









査は、1973 年より 5 年ごとになされている。ただ、好きな外国に関する質問は、1993 年
から尋ねられており、それゆえ、本稿では、第 5 回（1993 年）から第 8 回（2008 年）の
調査までを対象とする。これらは、全国 16 歳以上の国民 5,400 人（450 地点×12）を対
象とした個人面接法で実施されており、第 5 回から第 8 回まで、有効回答率はそれぞれ、
70.6%、67.1%、61.5%、57.5%となっている。 











図 5.2 日本人出国者数と外国人入国者数の和 
出典：法務省「入国管理統計」より作成 
 
図 5.3 輸出総額と輸入総額の和 
出典：財務省「貿易統計」より作成 















めた 14 カテゴリに関し、調査年ごとに 4 行 14 列のクロス表を作成し、質的分散を求めた






第 4 節 分析 
第 1 項 外国への選好の内訳―アメリカへの親しみの高さ― 
また、1993 年から 2008 年まで、4 時点のデータを統合した分析によると、好きな外国
の内訳は、次のようになる。全 13858 ケースのうち、アメリカ（3045）、オーストラリア
表 5.1 調査年と外国への選好との関連（行パーセント） 
  アメリカ 豪 スイス それ以外 なし 無回答 
第 5 回（1993 年） 22.9 15.2 10.5 28.1 20.3 3 
第 6 回（1998 年） 24.2 10.6 10.3 32.9 20.0 2 
第 7 回（2003 年） 22.8 9.8 9.7 32.8 22.3 2.6 
第 8 回（2008 年） 17.7 8.6 8.6 37.1 23.7 4.3 
 ・「それ以外」は、上位のアメリカ、オーストラリア、スイスの3ヶ国に加え「なし」を除いた国を合わせ
たもの 














は、1993 年から 2008 年にかけて、5.2 ポイント減少しており、オーストラリアは 6.6 ポ




イントから 5.2 ポイント）、ランク外に入っているような少数回答の国の累計（5.2 ポイン
トから 8.3 ポイント）である。こういった国々について、「ない」を一つのカテゴリとして、
また、4 位以下の国を「それ以外」の国としてカテゴリの統合を行い、調査年との関連に
ついてクロス表を作成したものが表 5.1 になる。 
 























で提供されているため、それらの中央値を調査年から引き、1921 年生まれから 1933 年生
まれ、1934 年生まれから 1953 年生まれ、1954 年生まれから 1973 年生まれ、1974 年生
まれから 1992 年生まれと、4 つの出生コーホートに類型化した 3)。 
まず、アメリカについて示したのが、図 5.4 である。全体平均は男女ともに 2008 年に





ホート（1921 から 1933 年生まれ）において、選好が低いのに対して、最も若い出生コー
ホート（1974 から 1992 年生まれ）の、特に女性においては、すべての時点において選好
が高い。ただ、オーストラリアについても、1990 年代と 2000 年代を比較した場合、2000
年代に全体平均の比率は低下しており、男性においては 2003 年に全体平均がもっとも低













図 5.4 出生コーホート別アメリカへの選好の変化 
 



















スイスについて示したのが図 5.6 である。スイスも、男女ともに、全体平均は 2008 年
がもっとも低くなっている（それぞれ 6.3 ポイントと 11.1 ポイント）。しかし、出生コー
















図 5.5  出生コーホート別オーストラリアへの選好の変化 
 
